
【地域活動ノート】

管理栄養士資格を有する大学院生による
特定健康診査の機会を利用した食育活動
―ときがわ町における３年間にわたる実践報告―
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活動の概要

城西大学大学院薬学研究科の総合医療栄養学演習において、ときがわ町特定健診の機会を利用した成人向
けの食育啓発活動を行なってきた。本食育啓発活動では、管理栄養士資格を有した大学院生が「減塩」や
「野菜摂取量の増加」という地域住民の課題に焦点を当て、食育啓発ポスターを作成し、特定健診受診者を
対象として健康食育教室を実施した。本取組は、管理栄養士資格を有する大学院生が実践の場を通じて栄養
教育の方法を学ぶのと同時に地域住民の食育機会としても機能している。
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城西大学大学院薬学研究科における総合医療栄養学演習は、医療栄養学を構成する臨床栄養、食毒性、栄
養政策管理の３分野の関連を理解するために、それぞれの分野で用いられる基本的事項、試料の取り扱い、
解析方法、評価方法およびそれぞれの分野の概念について演習と実習を併用することにより学び、医療栄養
学の基本的な知識と技能を身につけること、また、対象者に対して栄養教育・栄養指導に有効な方法を例示
して説明できるようになることを目的として開講されている。本演習の一環として、本演習を履修する管理
栄養士資格を有する大学院生が、ときがわ町の特定健診受診者を対象とした食育啓発活動を２０１８年より実施
してきた。
本食育啓発活動では、食育ポスターの作成と特定健診受診者に対する健康食育教室を実施した。食育ポス
ターは、ときがわ町住民の健康課題に焦点を当て、「減塩」と「野菜摂取量の増加」をテーマに大学院生が
作成した。健康食育教室は、ときがわ町保健センターの協力を得て、４０歳（年度末年齢）から７４歳（健診日
年齢）の国民健康保険加入者に対して実施する特定健診受診者に実施した。ときがわ町の特定健診は２会場
（アスピアたまがわ、ときがわ町体育センター）を使用し、６日間の日程で実施されており、２０１８年には７４０
人、２０１９年には７３１人が受診している。なお２０２０年については、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら本演習での健康食育教室の実施は中止となった。健診会場内のスペースに大学院生が作成した食育ポスタ
ーを掲出し、特定健診の受診者が採血後止血までにかかる時間を利用して、大学院生が「減塩」と「野菜摂
取量の増加」についてのプレゼンテーションを実施した。大学院生は「正しい情報」を伝えるだけでなく、
対象者にとってわかりやすい伝え方を意識し、日々の生活に取り入れられる方法などを交えてプレゼンテー
ションを実施した。また、ポスターやプレゼンテーションに対する対象者からの反応や質問された内容など
をもとにして、自分自身や大学院生同士でフィードバックを行い、特定健診が実施された６日間の中で発表
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＊＊＊ 城西大学薬学部医療栄養学科教授
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図２．広報ときがわに掲載された大学院生が執筆する
コラム「食は体をつくる～城西大学通信～」
２０２０年２月２８日発行No.１７０ ３月号

内容や言葉使い、目線などの改善を試みていた。
本演習は、ときがわ町の特定健診では、多数の住民が一つの会場に集まり、数日に渡り実施される点を活
かして健康食育教室を実施できることから、大学院生が栄養教育の方法を学び、実践する機会を得ることに
つながっている。また、大学院生が実施する食育啓発活動は、ときがわ町住民の健康に寄与する食育機会を
作り出すことに貢献していると言える。
本取組がきっかけとなり、ときがわ町の広報誌『広報ときがわ』２０１９年１１月号から大学院生と教員が食や

健康について執筆するコラム「食は体をつくる～城西大学通信～」を掲載している。大学院生の学びを言語
化し誌面を通じた栄養教育を実践する場になるとともに、継続した地域住民への食育機会の提供にもつなが
っている。

図１．ときがわ町特定健診で健康食育教室を
実施する大学院生
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